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春
季
大
会
は
、
中
部
地
区
四
位

で
県
大
会
に
進
ん
だ
が
、
そ
の
一

回
戦
で
浜
松
市
立
に
惜
敗
、
夏
の

大
会
の
シ
ー
ド
権
獲
得
は
な
ら
な

か
っ
た
。

▽
中
部
地
区
大
会
二
回
戦

静
岡
農

０
０
０
０
０
｜
０

２
０
６
２
×
｜
10

静
岡

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
同
三
回
戦

島
田０

０
０
０
０
０
０
｜
０

２
０
０
０
０
１
４
｜
７

静
岡

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
同
準
々
決
勝

東
海
大
翔
洋

１
０
０
０
１
０
２
０
１
１
０
｜
６

１
０
０
０
１
２
１
０
０
１
１
｜
７

静
岡

（
延
長
一
一
回
）

▽
同
準
決
勝

静
清
工

４
１
７
２
０
｜
14

０
０
０
０
０
｜
０

静
岡

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

今
年
度
の
静
高
野
球
部
後
援
会

総
会
が
四
月
一
一
日
、
同
窓
会
館

▽
同
三
位
決
定
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常
葉
学
園
橘

で
開
催
さ
れ
、
役
員
が
改
選
さ
れ

た
。
野
球
部
後
援
会
は
平
成
一
六

▽
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年
以
来
、
川
村
修
会
長
を
中
心
に

77
期
同
窓
生
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
て
き
た
が
、
こ
の
総
会
で
役

員
を
改
選
、
木
内
藤
男
会
長
以
下

82
期
同
窓
生
を
主
体
と
し
た
新
役

員
が
選
出
さ
れ
、
五
年
ぶ
り
に
77

期
か
ら
82
期
へ
後
援
会
の
運
営
が

引
き
継
が
れ
た
。

総
会
は
四
〇
名
以
上
の
会
員
が

出
席
し
て
午
後
五
時
開
会
、
常
木

事
務
局
長
よ
り
川
村
会
長（
欠
席
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
荻

野
同
窓
会
長
、
栗
田
野
球
部
Ｏ
Ｂ

会
長
、
栗
林
野
球
部
監
督
ら
来
賓

挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
っ
た
。
前

半
は
77
期
の
前
役
員
が
進
行
、
活

中
部
地
区
大
会
で
は
四
位
、
県

大
会
で
は
一
回
戦
敗
退
と
い
う
結

77
期
生
は
関
東
で
は
七
夕
会
、

静
岡
で
は
七
七
会
の
同
期
会
が
開

動
報
告
、
会
計
報
告
の
後
、
新
役

員
が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。

こ
こ
で
総
会
の
進
行
は
82
期
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
先
ず
新
た
に

選
出
さ
れ
た
木
内
藤
男
新
会
長
が

就
任
の
挨
拶
を
し
、
二
一
年
度
の

活
動
計
画
と
予
算
案
を
採
択
し
、

最
後
に
新
役
員
か
ら
77
期
の
前
役

員
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
六
時
前
に

閉
会
し
た
。

総
会
後
、
恒
例
の
「
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
贈
呈
式
」
が
催
さ
れ
た
。
今

年
野
球
部
に
入
部
し
た
、
一
二
人

の
一
年
生
部
員
一
人
ひ
と
り
に
、

木
内
会
長
か
ら
真
新
し
い
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
が
、
栗
田
Ｏ
Ｂ
会
長
か
ら

果
に
春
の
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

現
在
、
投
打
と
も
に
し
っ
か
り

催
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

ゴ
ル
フ
、
麻
雀
、
旅
行
、
絵
画
・

は
部
則
を
刻
ん
だ
盾
が
手
渡
さ
れ

た
。
続
い
て
各
新
入
生
が
力
強
く

決
意
表
明
し
、
全
員
で
「
野
球
部

部
則
」
を
唱
和
し
て
精
進
す
る
こ

と
を
宣
誓
し
た
。
参
加
者
全
員
の

拍
手
に
送
ら
れ
て
一
二
名
の
新
入

生
が
退
場
し
て
こ
の
日
の
行
事
は

全
て
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

後
援
会
総
会
で
選
出
さ
れ
た
新

役
員
（
前
任
）

顧
問

川
村

修
77
（
会

長
）

顧
問

杉
本
憲
一
77
（
副
会
長
）

顧
問

望
月

浩
77
（
幹
事
長
）

会
長

木
内
藤
男
82

副
会
長

遠
藤
一
秀
82

副
会
長

稲
葉
卓
二
82

幹
事
長

増
井
一
之
82

副
幹
事
長

服
部

勇
82

会

計

神
谷

進
82

会

計

川
辺

哲
82

事
務
局
長

遠
藤
一
秀
82

事
務
局
次
長

小
野
浩
利
82

鍛
え
、
夏
の
大
会
に
向
け
て
の
準

備
を
ゼ
ロ
か
ら
始
め
て
い
る
と
こ

工
芸
・
写
真
の
個
展
や
芸
術
鑑
賞

会
な
ど
、
年
間
十
数
回
、
何
か
と

集
ま
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
桜
満
開
の
四
月
四

日
、
静
岡
県
立
大
学
小
鹿
コ
ー
ト

を
借
用
し
、
千
葉
の
松
戸
か
ら
参

加
の
栗
田
收
司
君
を
は
じ
め
同
期

生
一
〇
人
と
、
特
別
参
加
の
同
期

生
の
奥
さ
ん
方
を
含
め
一
五
人
が

顔
を
揃
え
、
テ
ニ
ス
の
親
睦
会
を

行
い
ま
し
た
。

数
十
年
ぶ
り
に
会
う
懐
か
し
い

顔
も
見
え
、
朝
九
時
半
に
は
全
員

が
集
合
し
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
後
、
適
宜
ペ
ア
を
組
ん
で
一

五
時
ま
で
全
員
が
楽
し
く
良
い
汗

を
か
き
ま
し
た
。

途
中
テ
ニ
ス
の
出
来
な
い
同
期

の
村
松
貴
彦
君
も
応
援
に
駆
け
つ

け
、
六
六
歳
と
は
思
え
な
い
軽
や

か
な
身
の
こ
な
し
で
ボ
ー
ル
を
追

ろ
で
す
。
投
手
は
、
高
橋
、
藤
巻

を
中
心
に
川
里
、
漆
畑
、
河
村
、

竹
内
旭
な
ど
が
必
死
に
練
習
し
て

い
ま
す
。
打
線
は
、
ま
だ
定
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
つ
な
ぐ
野
球
を

意
識
し
て
ど
の
よ
う
な
投
手
に
対

し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
全
員

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

チ
ー
ム
全
体
と
し
て
は
、
元
気

が
良
く
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り

組
む
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
選
手
権
大
会
で
は
、
ノ
ー
シ

ー
ド
か
ら
勝
ち
上
が
る
つ
も
り
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
野
球
部
長

藤
澤
徳
芳
）

◆
静
高
―
静
商
野
球
定
期
戦

今

年
の
静
高
・
静
商
野
球
定
期
戦

（
第
五
一
回
）
は
、
当
初
四
月
二

九
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
二
度
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
五
月
九
日
（
土
）
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。
締
め
切
り
の
都
合

上
、
結
果
の
紙
面
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

う
姿
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
本
文
以
外
に
同
期

の
相
原
弘
明
君
、
岩
本
義
久
君
、

植
山
利
彦
君
、
大
橋
舜
児
君
、
岡

谷
彪
君
、
勝
又
弘
君
、
花
村
征
三

郎
君
、
森
光
行
君
、
そ
し
て
私
。

さ
ら
に
79
期
の
田
邊
欣
弘
君
。

特
別
参
加
者
と
し
て
女
性
陣
に

89
期
の
陰
山
房
子
さ
ん
、
勝
又
弘

君
の
奥
さ
ん
、
小
澤
智
吉
君
の
奥

さ
ん
、
そ
し
て
静
高
の
地
理
を
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
明
徴
先

生
の
奥
さ
ん
で
、
小
澤
夫
人
の
実

の
お
姉
さ
ん
に
当
た
る
宣
子
さ
ん
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
一
七
時
か
ら

同
期
の
牧
野
彰
夫
君
が
経
営
す
る

居
酒
屋
で
慰
労
会
を
行
い
、
こ
こ

に
だ
け
顔
を
出
し
た
稲
葉
義
平
君

も
加
え
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
来
年
も
四
月
第
一

週
の
土
曜
日
に
催
す
こ
と
を
決
め

散
会
し
ま
し
た
。

コ
ー
ト
を
借
用
す
る
に
当
た
り

ご
助
力
い
た
だ
い
た
天
野
一
君
と

岩
本
義
久
君
に
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
77
期

菊
地
基
介
）
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勢ぞろいした本年度の野球部員＝静岡高校

就任に当たり抱負を述べる木内藤男氏

テニス親睦会を開いた77期生ら＝静岡県立大学小鹿コート

い
つ
も
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

テ
ニ
ス
親
睦
会
を
結
成

77
期
生

夫
人
ら
女
性
陣
も
参
加

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

会
長
に
木
内
藤
男
氏
（
82
期
）

野
球
部

後
援
会

五
年
ぶ
り
、
役
員
改
選

夏
の
シ
ー
ド
権

獲
得
は
な
ら
ず

春
の
県
大
会

１
回
戦
で
惜
敗

元気良く、前向きに
夏の選手権へ、投打に鍛える

藤
澤
野
球
部
長

「
野
球
部
部
則
」
を
力
強
く
唱
和
す
る
野
球
部
の
新
入
部
員

＝
静
岡
高
同
窓
会
館


